
國學院大學学術情報リポジトリ

連体助詞ナの形骸化

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2023-02-05

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 蜂矢, 真弓, Hachiya, Mayumi

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.57529/00000128URL



　　　　連体助詞ナの形骸化─ 55 ─

連
体
助
詞
ナ
の
形
骸
化

蜂
矢
真
弓

一

　

連
体
助
詞
ナ
に
つ
い
て
、
辞
典
の
解
説
を
見
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
の
」
の
母
音
交
替
で
、（
略
）
奈
良
時
代
に
す
で
に
わ
ず
か
し
か
用

い
ら
れ
な
い
も
の
で
、
後
世
は
、
い
く
つ
か
の
名
詞
に
固
定
的
に
使

わ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。（『
岩
波
古
語
辞
典
』「
基
本
助
詞
解
説
」

の
「
な
」
の
項
）

手テ

・
目メ

の
交
替
形
タ
・
マ
、
瓊ニ

・
神カ

ミ

の
交
替
形
ヌ
・
カ
ム
な
ど
単
独

で
は
使
用
さ
れ
な
い
語
形
に
つ
く
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
上
代
に

お
い
て
既
に
固
定
し
て
語
構
成
要
素
化
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
の
「
な
」
の
項
）

　

こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
連
体
助
詞
「
ナ
」
は
、
名
詞
の
被
覆
形
に
付
く
こ

と
が
多
く
、
上
代
語
に
お
い
て
語
構
成
要
素
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

本
論
文
で
は
、
こ
の
よ
う
な
連
体
助
詞
ナ
の
特
性
に
つ
い
て
、
改
め
て

考
察
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
今
回
は
、
連
体
助
詞
ナ
を
伴
う
複
合
名
詞
を

い
く
つ
か
取
り
挙
げ
る
こ
と
に
し
、
ま
ず
、「
名
詞
＋
連
体
助
詞
ナ
＋
連
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体
助
詞
ツ
＋
名
詞
」
の
複
合
名
詞
の
例
に
つ
い
て
見
て
行
く
こ
と
に
す

る
。

　
『
古
事
記
』
の
「
足
上
名
椎
」・「
手
上
名
椎
」
に
つ
い
て
、
川
嶋
（
一
九

八
五
）
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
『
古
事
記
』
に
あ
ら
わ
れ
る
神
名
の
う
ち
、「
足
上
名
椎
」「
手
上
名

椎
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
取
り
あ
げ
て
私
見
を
述
べ
る
。
こ

の
神
名
は
宣
長
以
来
ア
シ
ナ
ヅ
チ
・
テ
ナ
ヅ
チ
と
訓
み
、「
櫛
名
田

比
売
を
撫
で
愛
し
み
つ
る
」
意
を
こ
め
た
も
の
で
あ
る
と
一
般
に
解

釈
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
妥
当
で
は
な
い
。
訓

み
の
面
か
ら
い
え
ば
、「
手
上
名
椎
」
の
よ
う
に
「
手
」
が
語
頭
に

立
つ
場
合
に
は
、「
手
」
は
テ
と
訓
む
よ
り
タ
と
読
む
方
が
よ
く
、

「
足
」
も
ア
シ
と
訓
む
よ
り
ア
と
読
む
の
が
よ
い
。「
足
上
名
椎
」・

「
手
上
名
椎
」
は
そ
れ
ぞ
れ
ア
ナ
ツ
チ
・
タ
ナ
ツ
チ
と
訓
め
る
こ
と

に
な
る
。
神
名
が
農
耕
神
話
中
に
登
場
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ

の
原
義
は
、
ア
ナ
ツ
チ
が
「
畔
な
土
」、
タ
ナ
ツ
チ
が
「
田
な
土
」

（「
な
」
は
連
体
助
詞
）
と
解
釈
す
る
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
ア
ク

セ
ン
ト
の
面
か
ら
見
れ
ば
、
名
義
抄
な
ど
の
資
料
で
、
足
・
手
・

畔
・
田
は
い
ず
れ
も
平
声
で
あ
り
、
同
じ
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
原
義
は
畔
・
田
で
あ
っ
た
も
の
を
、
あ
る
時
期
、
足
・
手

と
取
り
違
え
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
川
嶋
（
一
九
八
五
）
を
受
け
て
、
瀬
間
（
二
〇
一
五
）

は
、
ナ
・
ツ
の
両
方
を
共
に
連
体
助
詞
で
あ
る
と
解
釈
し
た
上
で
、

　
　

タ
ナ
（
田
ナ
）
＋
つ
（
連
体
助
詞
）
＋
ち
（
神
格
接
尾
辞
）

　
　

ア
ナ
（
畔
ナ
）
＋
つ
（
連
体
助
詞
）
＋
ち
（
神
格
接
尾
辞
）

と
結
論
づ
け
ら
れ
た
。

　

有
坂
（
一
九
三
一
・
一
九
三
四
）
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
タ

〔
手
〕
は
テ
〔
手
〕
の
被
覆
形
で
あ
る
。
ま
た
、
川
端
（
一
九
七
九
）
で

は
、「
名
詞
の
活
用
」
の
〔
Ｃ
〕
に
お
い
て
、
被
覆
形
が
、「
自
立
形
を
形

造
る
、
資
格
的
に
接
尾
語
で
あ
る
も
の
」
で
あ
る
《
ｉ
》
を
伴
う
際
に
、

子
音
（
こ
の
場
合
は
ｓ
）
を
挿
入
し
た
も
の
と
し
て
、
名
詞
被
覆
形
ア
─

露
出
形
ア
シ
〔
足
・
脚
〕
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
拙
稿
（
二
〇

〇
六
）
に
お
い
て
、
筆
者
は
、「
名
詞
被
覆
形
＋
名
詞
」・「
名
詞
露
出
形

＋
名
詞
」
の
複
合
名
詞
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
上
代
で
は
、「
名

詞
被
覆
形
＋
名
詞
」
の
方
が
「
名
詞
露
出
形
＋
名
詞
」
よ
り
も
、
異
な
り

語
数
・
述
べ
語
数
が
多
い
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
。
ま
た
、
前
述
の
辞
書

の
記
述
か
ら
、
連
体
助
詞
ナ
は
、
名
詞
の
被
覆
形
に
付
く
こ
と
が
多
い
こ
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と
が
分
か
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、「
足
上
名
椎
」・「
手
上
名
椎
」
を
、
ア
シ

ナ
ヅ
チ
・
テ
ナ
ヅ
チ
で
は
な
く
、
ア
ナ
ツ
チ
・
タ
ナ
ツ
チ
と
訓
む
こ
と

に
、
筆
者
は
同
意
す
る
。

　

そ
の
上
で
、
ア
ナ
ツ
チ
を
「
ア
＋
連
体
助
詞
ナ
＋
連
体
助
詞
ツ
＋
チ
」、

タ
ナ
ツ
チ
を
「
タ
＋
連
体
助
詞
ナ
＋
連
体
助
詞
ツ
＋
チ
」
と
解
釈
し
た
瀬

間
（
二
〇
一
五
）
説
に
つ
い
て
考
え
る
。
ア
と
チ
、
タ
と
チ
を
複
合
さ
せ

る
に
当
た
り
、
ア
・
タ
・
チ
が
全
て
一
音
節
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
ま

ま
複
合
さ
せ
た
ア
チ
・
タ
チ
で
は
語
構
成
が
分
か
り
に
く
く
な
る
た
め
、

ア
と
チ
、
タ
と
チ
の
間
に
連
体
助
詞
を
挿
入
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る（

１
）。

た
だ
、
そ
れ
な
ら
ば
、
出
来
上
が
っ
た
複
合
名
詞
は
ア

ナ
チ
・
タ
ナ
チ
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
存
在
す
る
例

は
、
連
体
助
詞
ナ
の
後
に
更
に
連
体
助
詞
ツ
を
伴
っ
た
ア
ナ
ツ
チ
・
タ
ナ

ツ
チ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
上
代
に
お
い
て
、
既
に
ナ
が
連
体
助
詞
で
あ
る

と
い
う
認
識
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
つ
ま
り
、
連
体
助
詞
ナ
が
形
骸

化
し
た
結
果
、
改
め
て
複
合
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
更
に
連
体
助

詞
ツ
が
挿
入
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
ア
〔
足
〕
と
タ
〔
手
〕
は
対
に
な
る
語
で
あ
る
た
め
、「
足
上

名
椎
」「
手
上
名
椎
」
は
、
足
の
神
・
手
の
神
と
い
う
解
釈
で
良
い
の
で

は
な
い
か
、
或
い
は
、
足
の
神
・
手
の
神
と
い
う
意
味
に
、
更
に
畔
の

神
・
田
の
神
と
い
う
意
味
も
か
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
れ
ば
良
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
連
体
助
詞
ナ
・
連
体
助
詞
ツ
に
つ

い
て
考
察
す
る
に
は
、
ア
〔
足
〕・
タ
〔
手
〕
の
意
で
あ
っ
て
も
ア

〔
畦
〕・
タ
〔
田
〕
の
意
で
あ
っ
て
も
良
い
の
で
、
そ
の
点
は
ひ
と
ま
ず
措

い
て
お
き
、
連
体
助
詞
ナ
の
後
に
更
に
連
体
助
詞
ツ
が
伴
わ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
上
代
に
お
い
て
既
に
連
体
助
詞
ナ
が
形
骸
化
し
て
い
る
も
の
と

考
え
る
。二

　

本
節
で
は
、
級
長
戸
邊
命
・
級
長
津
彦
命
に
つ
い
て
見
て
み
る
。

一
書
曰
、
伊
奘
諾
尊
與
二
伊
奘
冉
尊
一
、
共
生
二
大
八
洲
國
一
。
然
後
、

伊
奘
諾
尊
曰
、
我
所
生
之
國
、
唯
有
二
朝
霧
一
而
、
薫
滿
之
哉
。
乃

吹
撥
之
氣
、
化
二
爲
神
一
。
號
曰
二
級
長
戸
邊
命
一
。
亦
曰
二
級
長
津
彦

命
一
。
是
風
神
也
。 

（『
日
本
書
紀
』
神
代
上
）

　

右
の
部
分
に
お
い
て
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
上
の
頭
注

一
二
・
一
三
で
は
、
級
長
戸
邊
命
に
対
し
、

シ
は
風
・
息
の
意
。
シ
ナ
は
、
息
長
（
お
き
な
が
）
に
あ
た
る
。
戸
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は
ト
甲
類to

の
音
。tu

と
交
替
し
や
す
い
音
。
辺
（
べ
）
は
ベ
甲

類be

の
音
。m

e

と
交
替
し
や
す
い
音
。
よ
っ
て
こ
こ
は
シ
ナ
ツ

メ
（
息
長
の
女
）
の
意
。
つ
ま
り
風
の
女
神
。
級
の
字
だ
け
で
も
シ

ナ
と
訓
む
。

と
、
級
長
津
彦
命
に
対
し
、

記
に
志
那
都
比
古
と
あ
る
の
で
、
級
長
津
彦
を
シ
ナ
ツ
ヒ
コ
と
訓

む
。
息
長
ツ
彦
の
意
。
風
の
男
神
。
シ
ナ
ト
ベ
（
女
神
）
と
一
対
。

こ
れ
が
男
女
一
対
を
な
し
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
書
紀
の
編
者

は
、「
亦
」
と
し
て
シ
ナ
ト
ベ
の
別
称
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
。

と
解
説
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、「
シ
ナ
ト
ベ
＝
シ
ナ
ツ
メ
＝
シ
ナ
〔
息
長
〕
＋
連
体
助
詞
ツ

＋
メ
〔
女
〕」・「
シ
ナ
ツ
ヒ
コ
＝
シ
ナ
〔
息
長
〕
＋
連
体
助
詞
ツ
＋
ヒ
コ

〔
彦
〕」
と
い
う
男
女
一
対
の
風
の
女
神
と
男
神
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
説
に
対
し
、
筆
者
は
、
シ
ナ
ト
ベ
・
シ
ナ
ツ
ヒ
コ
が
男
女
一
対
の
風

の
女
神
と
男
神
だ
と
い
う
点
、
及
び
、「
ト
＝
ツ
＝
連
体
助
詞
ツ
」
で
あ

る
と
い
う
点
に
同
意
す
る
。
し
か
し
、
ナ
は
、
む
し
ろ
連
体
助
詞
と
捉
え

る
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

そ
の
点
に
関
連
し
て
、
こ
の
シ
ナ
ト
ベ
・
シ
ナ
ツ
ヒ
コ
に
つ
い
て
、
田

中
（
一
九
八
一
）
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る（

２
）。

　

さ
て
、
シ
ナ
ト
ベ
命
（
筆
者
注
：
前
述
の
『
日
本
書
紀
』
の
「
級

長
戸
邊
命
」）・「
シ
ナ
ト
の
風
」（
祝
詞
─
六
月
晦
大
祓
）
の
シ
ナ
ト

は
、
シ
は
風
の
意
・
ナ
は
連
体
格
を
作
る
格
助
詞
・
ト
は
場
所
の
意

と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
シ
ナ
ツ
ヒ
コ
命
の
場
合
は
、
ツ
が
格

助
詞
な
の
で
シ
ナ
は
名
詞
相
当
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
も

と
格
助
詞
で
あ
っ
た
ナ
が
、
名
詞
語
尾
化
し
て
シ
ナ
と
な
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
ミ
ナ
ト
（
水
の
門
）・
ミ
ナ
ウ

ラ
（
水
の
占
）・
ミ
ナ
ソ
コ
（
水
の
底
）
な
ど
の
ミ
ナ
（
水
の
）

が
、
ミ
ナ
ソ
ソ
ク
（
水
注
く
）・
ミ
ナ
ギ
ラ
フ
（
水
霧
ら
ふ
）
の
ミ

ナ
（
水
）
と
な
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
も
見
ら
れ
る
。

　

シ
ナ
タ
ツ
・
シ
ナ
テ
ル
・
シ
ナ
ダ
ユ
フ
の
シ
ナ
も
、
こ
の
よ
う
に

し
て
で
き
た
風
の
意
の
シ
ナ
で
あ
ろ
う
。

　
（
中
略
）「
級
長
戸
辺
命
」「
級
長
津
彦
命
」
を
シ
ナ
ガ
ト
ベ
ノ
命
・

シ
ナ
ガ
ツ
ヒ
コ
ノ
命
と
訓
ず
る
の
は
（
兼
方
本
・
私
記
乙
本
）、
ナ

の
音
を
表
わ
す
「
長
」
を
ナ
ガ
と
誤
読
し
た
の
に
よ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
一
方
で
、
息オ

キ

長ナ
ガ

や
息シ

長ナ
ガ

鳥
な
ど
の
よ
う
に
息
が
長
く
続

く
と
い
う
意
味
の
語
が
あ
っ
た
た
め
、「
吹
キ
撥
フ
息
」
に
生
り
ま
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せ
る
風
神
の
名
に
つ
い
て
も
、
息
が
長
く
続
く
と
い
う
俗
解
を
生
じ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
俗
解
は
ま
こ
と
に
も
っ
と
も

ら
し
い
も
の
で
あ
る
の
で
、
古
く
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
、
シ
ナ
ツ
ヒ
コ
は
「
シ
〔
風
〕
＋
連
体
助
詞
ナ
＋
連
体
助
詞
ツ

＋
ヒ
コ
」
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
説
に
筆
者
は
同
意
す
る
。
な

お
、
連
体
助
詞
ナ
が
「
名
詞
語
尾
化
」
す
る
と
い
う
説
に
つ
い
て
は
、
今

は
ひ
と
ま
ず
保
留
す
る
。
少
な
く
と
も
、
ナ
が
元
は
連
体
助
詞
だ
と
い
う

点
を
、
今
は
重
視
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

よ
っ
て
、
こ
の
二
説
か
ら
見
て
、
筆
者
は
、
シ
ナ
ト
ベ
＝
シ
ナ
ツ
メ

は
、「
シ
〔
風
〕
＋
連
体
助
詞
ナ
＋
連
体
助
詞
ツ
＋
メ
〔
女
〕」、
シ
ナ
ツ

ヒ
コ
は
「
シ
〔
風
〕
＋
連
体
助
詞
ナ
＋
連
体
助
詞
ツ
＋
ヒ
コ
〔
彦
〕」
だ

と
捉
え
る
。
す
る
と
、
前
述
の
ア
ナ
ツ
チ
・
タ
ナ
ツ
チ
の
場
合
と
同
様

に
、
連
体
助
詞
ナ
の
後
に
更
に
連
体
助
詞
ツ
が
伴
わ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
や
は
り
、
連
体
助
詞
ナ
は
形
骸
化
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三

　

第
一
節
・
第
二
節
で
は
、「
名
詞
＋
連
体
助
詞
ナ
＋
連
体
助
詞
ツ
＋
名

詞
」
の
複
合
名
詞
の
存
在
か
ら
、
連
体
助
詞
ナ
の
形
骸
化
に
つ
い
て
述
べ

た
。
次
に
、
本
節
で
は
、「
名
詞
＋
連
体
助
詞
ナ
＋
名
詞
」
の
複
合
名
詞

の
、
後
項
の
名
詞
が
連
濁
す
る
例
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
す
る
。

　

ま
ず
、「
名
詞
＋
連
体
助
詞
ナ
＋
名
詞
」
の
複
合
名
詞
の
後
項
の
名
詞

が
連
濁
し
て
い
な
い
例
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
、
現
代

に
至
る
ま
で
連
濁
し
て
い
な
い
。

　
（
１
）
後
項
の
名
詞
が
連
濁
し
な
い
「
名
詞
＋
連
体
助
詞
ナ
＋
名
詞
」

　
　

ウ
ナ
カ
ミ
〔
海
上
〕

…
…
海わ

た

の
底そ

こ

沖お
き

つ
深ふ

か

江え

の 

海う
な

上か
み

の
〈
宇
奈
可
美
乃
〉
子こ

負ふ

の
原は

ら

に
…
…
（
万
葉
集
八
一
三
）

　
　
　

海ウ
ナ

上カ
ミ
ノ
カ
タ

〈
下シ

モ

総フ
サ

〉（『
文
明
本
節
用
集（

３
）』）

　
　

タ
ナ
ス
ヱ
〔
手
末
〕

手
端
吉
棄
物
、
足
端
凶
棄
物
（
略
）
手
端
吉
棄 

此
二
云
多
那
須
衞

能
余
之
岐
羅
毗
一
（『
日
本
書
紀
』
神
代
上
）

手
端
吉
棄
太
奈
須
恵
乃
与
之
支
良
比
（
平
平
平
平
平
上
上
上
上
上
）（
御
巫
本

『
日
本
書
紀
私
記
』）

　
　

タ
ナ
ソ 

コ
〔
手
底
〕

手
掌
憀
亮
手
掌
憀
亮
、
此
云
二
陀
那
則
擧
謀
耶
羅
々
儞
一

（『
日
本
書
紀
』
顕

宗
即
位
前
）

カ
イ
シ
ャ
ウ
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マ
ナ
カ
ヒ
〔
眼
間
・
目
交
〕

…
…
い
づ
く
よ
り
来き

た

り
し
も
の
そ
ま
な
か
ひ
に
〈
麻
奈
迦
比
尓
〉

も
と
な
か
か
り
て
安や

す

眠い

し
な
さ
ぬ
（『
萬
葉
集
』
八
〇
二
）

　
　

マ
ナ
コ
〔
眼
〕

眼
（
略
）
マ
ナ
コ
（
平
平
上
）（
略
）（
高
山
寺
本
『
類
聚
名
義
抄
』）

法
眼ゲ

ン （『
文
明

マ
ナ
コ

本
節
用
集
』）

　
　

ミ
ナ
セ
ヤ
マ
〔
水
無
瀬
山
〕

　
　
　

水
無ナ

瀬セ

山ヤ
マ
摂
州
（『
文

ブ

明

ラ
イ

本
節
用
集
』）

　
　

ミ
ナ
ソ 

コ
〔
水
底
〕

大お
ほ

き
海う

み

の
水み

な

底そ
こ

深ふ
か

く
〈
美
奈
曾
己
布
可
久
〉
思お

も

ひ
つ
つ
裳も

引び

き
平な

ら

し
し
菅す

が

原は
ら

の
里さ

と

（『
萬
葉
集
』
四
四
九
一
）

　
　

ミ
ナ
ト
〔
港
・
湊
・
水
門
〕

湊み
な
と

風か
ぜ

〈
美
奈
刀
可
是
〉
寒さ

む

く
吹ふ

く
ら
し
奈
呉
の
江
に
妻つ

ま

呼よ

び
交か

は

し
鶴た

づ

さ
は
に
鳴な

く
（『
萬
葉
集
』
四
〇
一
八
）

湊
集
（
略
）
禾
ヽ
美
奈
止
（
上
上
上
）（
略
）（
図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』）

　
　
　

湊ミ
ナ
ト

 （『
文

ソ
ウ

明
本
節
用
集
』）

　

次
に
、「
名
詞
＋
連
体
助
詞
ナ
＋
名
詞
」
の
複
合
名
詞
の
後
項
の
名
詞

が
連
濁
し
て
い
る
例
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
（
２
）
後
項
の
名
詞
が
連
濁
す
る
「
名
詞
＋
連
体
助
詞
ナ
＋
名
詞（

４
）」

　
　

ア
ナ
ズ
ヱ
〔
足
末
〕

足
端
安
那
須
恵
（
平
平
平
平
）（
御
巫
本
『
日
本
書
紀
私
記
』）

　
　

ス
ナ
ゴ
〔
砂
子
〕

砂
（
略
）
川
云
禾
ヽ
以
佐
古
（
上
上
上
）
一
云
須
奈
古
（
平
平
平
）（
図
書
寮
本

『
類
聚
名
義
抄
』）

　
　

タ
ナ
ゴ
コ
ロ
〔
掌
〕

　
　
　

合
掌シ

ヤ
ウ 　

（『
文

タ
ナ
ゴ
ヽ
ロ

明
本
節
用
集
』）

　
　

マ
ナ
ブ
タ

瞼
（
略
）
マ
ナ
フ
タ
（
平
平
上
平
）
マ
ナ
コ
（
略
）（
高
山
寺
本
『
類
聚
名
義

抄
』）

　
　

ミ
ナ
ヅ
キ
〔
水
無
月
・
六
月
〕

旦ミ
ナ 

月ヅ
キ

〈
或

ア
シ
タ

作
二
皆ミ

ナ

熱ツ
キ

水ミ

無ナ

月ヅ
キ
ト

一
倭

ノ 

六
月

ノ 

異
名
〉（『
文
明
本
節
用

集
』）

　
　

カ
ム
ナ
ビ
・
カ
ミ
ナ
ビ
〔
神
奈
備
〕

…
…
神
代
よ
り
言
ひ
継
ぎ
来
た
る 

神
奈
備
の
〈
甘
奈
備
乃
〉
三

諸
の
山
は
…
…
（『
萬
葉
集
』
三
二
二
七
）

か
む
な
つ
き
し
く
れ
も
い
ま
た
ふ
ら
な
く
に
か
ね
て
う
つ
ろ
ふ
か

み
な
ひ
の
も
り

　

か
み
な
ひ
の
（
平
平
平
上
平
）
伏
見
宮
家
本
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（
平
平
平
平
○
）
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
註

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
○
○
上
平
○
）
古
今
訓
点
抄

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
○
○
○
上
○
）
堯
恵
本
古
今
集
聞
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
五　

秋
歌
下　

二
五
三
）

　
　

カ
ミ
ナ
ヅ
キ
〔
神
無
月（

５
）〕

Cam
inazzuqi. 

カ
ミ
ナ
ヅ
キ
（
神
無
月
）
詩
歌
語
。jǔguachi.

（
十
月
）
十
月
。（『
日
葡
辞
書（

６
）』）

　
（
２
）
の
例
は
、
全
て
、「
名
詞
＋
連
体
助
詞
ナ
＋
名
詞
」
の
複
合
名
詞

の
後
項
の
名
詞
が
連
濁
し
た
も
の
で
あ
る
。
連
濁
と
は
、
前
項
と
後
項
が

複
合
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
、

「
名
詞
＋
連
体
助
詞
ナ
＋
名
詞
」
の
複
合
名
詞
に
お
け
る
連
体
助
詞
ナ
の

役
割
は
、
連
体
修
飾
で
あ
り
、
つ
ま
り
、
前
項
の
名
詞
と
後
項
の
名
詞
を

複
合
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
連
体
助
詞
ナ
に
よ
り
、
前
項
の
名
詞
と
後
項

の
名
詞
が
複
合
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
既
に
明
ら
か
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
濁

に
よ
っ
て
、
更
に
、
前
項
の
名
詞
と
後
項
の
名
詞
が
複
合
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
連
濁
は
、
ナ
が
鼻
音
で
あ
る
こ
と
が
影
響
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

し
か
し
、
後
項
の
名
詞
が
連
濁
し
な
い
（
１
）
の
「
名
詞
＋
連
体
助
詞
ナ

＋
名
詞
」
の
複
合
名
詞
の
例
も
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
鼻
音
の
影
響
よ
り

も
、
ナ
が
連
体
助
詞
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め

に
、
更
に
後
項
の
名
詞
が
連
濁
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
２
）
の
例
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
複
合
語
に
お
い
て
、
上
代
の
連
濁
し

た
例
を
初
め
と
し
、
中
古
・
中
世
・
近
世
と
、
時
代
が
下
る
と
共
に
、
少

し
ず
つ
ゆ
っ
く
り
と
、
連
体
助
詞
ナ
は
形
骸
化
し
て
行
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　

一
方
、「
名
詞
＋
連
体
助
詞
ナ
＋
名
詞
」
の
複
合
名
詞
の
後
項
の
名
詞

が
、
連
濁
し
な
い
例
と
連
濁
す
る
例
の
両
方
が
存
在
す
る
も
の
が
あ
る
。

（
３
）
後
項
の
名
詞
が
連
濁
し
な
い
場
合
と
連
濁
す
る
場
合
の
両
形
が

あ
る
「
名
詞
＋
連
体
助
詞
ナ
＋
名
詞
」

　
　

ウ
ナ
ハ
ラ
〔
海
原
〕

今
替
は
る
新に

ひ

防さ
き

人も
り

が
船ふ

な

出で

す
る
海う

な

原は
ら

の
上う

へ

に
〈
宇
奈
波
良
乃
宇
倍

尓
〉
波な

み

な
咲さ

き
そ
ね
（『
萬
葉
集
』
四
三
三
五
）

　
　

ウ
ナ
バ
ラ
〔
海
原
〕

　
　
　

滄ウ
ナ

海バ
ラ

（『
文

サ
ウ
カ
イ

明
本

ウ
ミ
ウ
ミ

節
用
集
』）

　
　

カ
ミ
ナ
キ
〔
巫
〕

（
略
）
巫
（
略
）
カ
ミ
ナ
キ
（
平
平
平
上
）（
略
）
カ
ム
ナ
キ
（
高
山
寺
本
『
類

聚
名
義
抄
』）
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カ
ン
ナ
ギ
〔
巫
〕

Cannagui. 

カ
ン
ナ
ギ
（
巫
）
神
（Cam

is

）
に
仕
え
る
人
。

（『
日
葡
辞
書
』）

　
　

マ
ナ
シ
リ
〔
眦
・
眥
〕

眥
眦
（
略
）
マ
ナ
シ
リ
（
平
平
上
○
）（
高
山
寺
本
『
類
聚
名
義
抄
』）

　
　

マ
ナ
ジ
リ
〔
眦
・
眥
〕

　
　
　

明
眸ホ

ウ
美
人
義
也
（『
文

マ
ナ
ジ
リ

明
本
節
用
集
』）

　
　

ミ
ナ
キ
ハ
〔
水
際
〕

舟ふ
な

競ぎ
ほ

ふ
堀ほ

り

江え

の
川か

は

の
水み

な

際き
は

に
〈
美
奈
伎
波
尓
〉
来き

居ゐ

つ
つ
鳴な

く
は

都み
や
こ

鳥ど
り

か
も
（『
萬
葉
集
』
四
四
六
二
）

　
　

ミ
ナ
ギ
ワ
〔
水
際
〕

M
in
a
giw

a,

ミ
ナ
ギ
ハ
，
水
際
，（m

idz no kiw
a,

）n. W
aterʼs 

edge.

（『
和
英
語
林
集
成
』
初
版
）

　

ま
た
、（
１
）
に
挙
げ
た
タ
ナ
ス
ヱ
〔
手
末
〕（『
日
本
書
紀
』
神
代

上
）
の
例
「
手
端
」
は
、「
足
端
」
と
対
に
な
っ
て
い
る
の
で
、「
足
端
」

は
ア
ナ
ス
ヱ
と
訓
む
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
時
代
が
下
る

と
、（
２
）
に
挙
げ
た
ア
ナ
ズ
ヱ
〔
足
末
〕（
御
巫
本
『
日
本
書
紀
私
記
』）

の
よ
う
に
連
濁
す
る
例
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
ア
ナ
ス
ヱ
・
ア
ナ
ズ
ヱ
〔
足

末
〕
は
、（
３
）
の
例
と
捉
え
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る（

７
）。

　

ア
ナ
ス
ヱ
・
ア
ナ
ズ
ヱ
〔
足
末
〕
を
含
め
て
、「
名
詞
＋
連
体
助
詞
ナ

＋
名
詞
」
の
複
合
名
詞
の
後
項
の
名
詞
が
、
連
濁
し
な
い
例
が
上
代
・
中

古
に
あ
り
、
時
代
が
下
っ
て
、
中
世
・
近
世
に
な
っ
て
か
ら
連
濁
す
る
例

が
出
現
し
て
い
る
。（
３
）
の
例
か
ら
は
、
こ
の
間
に
、
連
体
助
詞
ナ
が

形
骸
化
し
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

四

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
論
文
は
、
連
体
助
詞
ナ
を
含
む
複
合
名
詞
の
う

ち
、
二
つ
の
形
式
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
連
体
助
詞
ナ
が
形
骸
化
し

て
行
く
状
況
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

第
一
節
・
第
二
節
で
は
、
連
体
助
詞
ナ
の
後
に
、
更
に
連
体
助
詞
ツ
を

伴
う
、「
名
詞
＋
連
体
助
詞
ナ
＋
連
体
助
詞
ツ
＋
名
詞
」
の
複
合
名
詞
の

存
在
か
ら
、
連
体
助
詞
ナ
が
上
代
か
ら
形
骸
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
ア
ナ
ツ
チ
・
タ
ナ
ツ
チ
も
シ
ナ
ト
ベ
・
シ
ナ
ツ
ヒ
コ
も
固
有
名
詞
の

例
で
あ
る
。
固
有
名
詞
は
普
通
名
詞
以
上
に
語
構
成
が
分
か
り
に
く
く
な

る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
上
代
に
お
い
て
既
に
連
体
助
詞
ナ
が
形
骸
化
し
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
第
三
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
の
同
じ
箇
所
に
お

い
て
、
タ
ナ
ス
ヱ
と
訓
む
「
手
端
」
の
例
と
、
ア
ナ
ス
ヱ
と
訓
む
も
の
と
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見
ら
れ
る
「
足
端
」
の
例
と
が
対
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、

「
足
上
名
椎
」・「
手
上
名
椎
」
は
、
ア
シ
ナ
ヅ
チ
・
テ
ナ
ヅ
チ
で
は
な
く
、

ア
ナ
ツ
チ
・
タ
ナ
ツ
チ
と
訓
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

ア
ナ
ス
ヱ
・
タ
ナ
ス
ヱ
が
足
と
手
と
が
対
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え

て
も
、
ア
ナ
ツ
チ
・
タ
ナ
ツ
チ
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
足
の
神
・
手
の

神
と
い
う
解
釈
で
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

そ
し
て
、
第
三
節
で
は
、（
２
）
の
「
名
詞
＋
連
体
助
詞
ナ
＋
名
詞
」

の
複
合
名
詞
の
後
項
の
名
詞
が
連
濁
し
て
い
る
例
、
及
び
、（
３
）
の

「
名
詞
＋
連
体
助
詞
ナ
＋
名
詞
」
の
複
合
名
詞
の
後
項
の
名
詞
が
、
連
濁

し
な
い
例
と
連
濁
す
る
例
の
両
方
が
存
在
す
る
も
の
か
ら
、
上
代
の
連
濁

し
た
例
を
初
め
と
し
、
中
古
・
中
世
・
近
世
と
、
時
代
が
下
る
と
共
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
複
合
名
詞
に
よ
っ
て
、
少
し
ず
つ
ゆ
っ
く
り
と
、
連
体
助
詞

ナ
が
形
骸
化
し
て
行
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
普
通
名

詞
の
例
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
普
通
名
詞
に
比
べ
て
語
構
成
に
お
け
る
分
析
意
識
が
残
り
に

く
い
傾
向
の
あ
る
固
有
名
詞
に
お
い
て
は
、
上
代
に
お
い
て
既
に
連
体
助

詞
ナ
は
形
骸
化
し
て
お
り
、
連
体
助
詞
ナ
の
後
に
、
更
に
連
体
助
詞
ツ
を

伴
う
こ
と
で
、
連
体
助
詞
ツ
が
連
体
修
飾
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
よ
り
、

前
項
の
名
詞
と
後
項
の
名
詞
を
複
合
す
る
と
い
う
関
係
を
明
ら
か
に
さ
せ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
普
通
名
詞
は
語
構
成
に
お
け
る
分
析
意
識
が
比
較
的
残
り
や
す

い
が
、
そ
れ
も
時
代
が
下
る
と
個
別
的
に
分
析
意
識
が
失
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
、
上
代
か
ら
時
代
が
下
る
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
複
合
名
詞
に
よ
っ

て
、
少
し
ず
つ
ゆ
っ
く
り
と
、
連
体
助
詞
ナ
が
形
骸
化
し
て
行
っ
た
。

よ
っ
て
、
連
体
助
詞
ナ
に
下
接
す
る
後
項
の
名
詞
を
連
濁
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
前
項
の
名
詞
と
後
項
の
名
詞
を
複
合
す
る
と
い
う
関
係
を
明
ら
か

に
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
、
時
代
が
下
る
と
共
に
、
少
し
ず
つ
行
わ
れ
て

行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ナ
の
形
骸
化
と
は
、
連
体
の
意
味
を
持
つ

と
い
う
意
識
が
失
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
ナ
を
含
む
語
構
成
に
お
け
る

分
析
意
識
が
失
わ
れ
る
こ
と
で
も
あ
る
と
言
え
る
。

【
使
用
文
献
】

　

秋
永
一
枝
『
古
今
和
歌
集
声
点
本
の
研
究　

資
料
篇
』
校
倉
書
房

　

秋
永
一
枝
『
古
今
和
歌
集
声
点
本
の
研
究　

索
引
篇
』
校
倉
書
房

　

上
野
和
昭
編
『
御
巫
本
日
本
書
紀
私
記　

声
点
付
和
訓
索
引
』（
ア
ク

セ
ン
ト
資
料
索
引　

二
）

　
『
文
明
本
節
用
集　

研
究
並
び
に
索
引
』（
勉
誠
社
）

　
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』（
岩
波
書
店
）

　
『
日
本
書
紀
』（
日
本
古
典
文
学
大
系　

岩
波
書
店
）

　
『
神
宮
古
典
籍

影
印
叢
刊
２ 
古
事
記 

日
本
書
紀
（
下
）』（
八
木
書
店
）
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『
萬
葉
集
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

小
学
館
）

　
『
宮
内
庁
書
陵
部
蔵　

図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄　

本
文
編
』（
勉
誠
社
）

　
『
宮
内
庁
書
陵
部
蔵　

図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄　

索
引
編
』（
勉
誠
社
）

　
『
和
名
類
聚
抄

三
寶
類
字
集
』（
天　

理

図
書
館
善
本
叢
書　

八
木
書
店
）

　
『
ヘ
ボ
ン
著　

和
英
語
林
集
成　

初
版
・
再
版
・
三
版
対
照
総
索
引
』

（
港
の
人
）

　
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』（
三
省
堂
）

　
『
岩
波
古
語
辞
典　

補
訂
版
』（
岩
波
書
店
）

　
『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
』（
小
学
館
）

【
参
考
文
献
】

　

有
坂　

秀
世
（
一
九
三
一
） 「
国
語
に
あ
ら
は
れ
る
一
種
の
母
音
交
替

に
つ
い
て
」（『
国
語
音
韻
史
の
研
究　

増

補
新
版
』
一
九
五
七　

三
省
堂
）

　
　
　
　
　
　

（
一
九
三
四
）「
母
音
交
替
の
法
則
に
つ
い
て
」（
同
）

　

川
嶋　

秀
之
（
一
九
八
五
） 「
古
事
記
神
名
の
原
義
私
見

─
足
上
名

椎
・
手
上
名
椎
の
場
合

─
」（『
国
語

学
』
一
四
二
集
）

　

川
端　

善
明
（
一
九
七
九
）『
活
用
の
研
究　

Ⅱ
』（
大
修
館
書
店
）

　

瀬
間　

正
之
（
二
〇
一
五
） 『
記
紀
の
表
記
と
文
字
表
現
』（
お
う
ふ

う
）

　

田
中　

久
美
（
一
九
八
一
） 「
枕
詞
「
し
な
た
つ
・
し
な
て
る
・
し
な

だ
ゆ
ふ
」
に
つ
い
て
」（『
叙
説
』
第
六

号
）

　

蜂
矢　

真
弓
（
二
〇
〇
六
） 「
名
詞
被
覆
形
・
露
出
形
の
型
の
通
時
的

相
違｣

（『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
二
十

五
）

　
　
　
　
　
　

（
二
〇
一
一
） 「
連
体
助
詞
を
伴
う
名
詞
被
覆
形
に
よ
る

複
合
名
詞
の
変
化
」（『
国
語
語
彙
史
の
研

究
』
三
十
）

注（１)　

拙
稿
（
二
〇
一
一
）
参
照
。

（
２
）
本
論
文
で
は
、「
名
詞
＋
連
体
助
詞
ナ
＋
連
体
助
詞
ツ
＋
名
詞
」
の
複
合
名
詞
の

例
に
つ
い
て
見
て
い
る
た
め
、「
ミ
＋
ナ
＋
動
詞
」・「
シ
＋
ナ
＋
動
詞
」
に
つ
い

て
は
取
り
挙
げ
な
い
。

（
３
）〈　

〉
内
は
小
字
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
以
下
、
同
様
。

（
４
）
カ
ム
ナ
ガ
ラ
の
カ
ラ
に
つ
い
て
は
、『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
の
「
か
ら

（
助
）」
の
項
に
、「
語
源
的
に
は
名
詞
で
あ
る
し
、（
略
）
形
式
名
詞
で
あ
る
か
助

詞
で
あ
る
か
の
境
界
は
曖
昧
で
あ
る
が
、助
詞
と
し
て
の
把
握
も
可
能
で
あ
る
。」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
カ
ム
ナ
ガ
ラ
の
カ
ラ
は
助
詞
で
あ
り
、
カ
ム
ナ
ガ
ラ
は
複
合

名
詞
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
た
め
、（
２
）
に
は
取
り
挙
げ
な
い
。
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カ
ム
ナ
ガ
ラ

　
　
　

立た
ち

山や
ま

に
降ふ

り
置お

け
る
雪ゆ

き

の
常と

こ

夏な
つ

に
消け

ず
て
渡わ

た

る
は
神か

む

な
が
ら
と
そ
〈
可
無
奈
我

良
等
曾
〉（
万
葉
集
四
〇
〇
四
）

（
５
）
参
考
ま
で
に
、『
文
明
本
節
用
集
』
に
は
、
カ
ミ
ナ
シ
ヅ
キ
〔
神
無
月
〕
と
あ
る
。

　
　
　

神カ
ミ
ナ
シ
ヅ
キ

無
月
〈
倭

シ
ン

国

ブ

十

ケ
ツ

月ノ
異
名 

或
作
二
陽
月
一　

十
月
諸
神
皆
集
二
出
雲ノ
大
社
一
故

云
二
ー
ー
ー
ト也 

出
雲ニ
ハ
　

云
二
神カ
ミ

有ア
リ

月ツ
キ

一ト

也

（
６
）『
日
葡
辞
書
』
は
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
に
よ
る
。
以
下
、
同
様
。

（
７
）
な
お
、
タ
ナ
ス
ヱ
〔
手
末
〕
は
、（
１
）
に
挙
げ
た
よ
う
に
御
巫
本
『
日
本
書
紀

私
記
』
で
も
タ
ナ
ス
ヱ
の
ま
ま
で
あ
る
。


